
石
井
米
雄
・
幸
島
昇
・
和
田
久
徳
編
著

東
南
ア
ジ
ア
世
界
の
歴
史
的
位
相

八

隆

生

尾

一
九
八
七
年
六
月
、
京
都
に
て
第
三
十
七
回
東
南
ア
ジ
ア
史
息
舎
研
究
大
曾

が
開
か
れ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
日
本
に
お
け
る
東
南
ア
ジ
ア
史

研
究
の
総
括
と
課
題
」
。
東
洋
史
研
究
の
片
隅
か
ら
誕
生
し
た
東
南
ア
ジ
ア

史
研
究
か
「
線
括
」
が
必
要
な
ほ
ど
の
質
と
量
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
事
を
自

費
で
き
た
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
一
箇
月
後
、
戦
後
日
本
の
東
南

ア
ジ
ア
史
研
究
の
一
線
に
立
っ
て
こ
ら
れ
た
東
京
大
皐
数
授
永
積
昭
氏
の
許
報

が
俸
わ
っ
た
。
氏
が
最
近
の
東
南
ア
ジ
ア
史
研
究
の
活
況
に
封
し
て
ど
の
様
な

感
慨
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
は
知
ら
な
い
。
し
か
し
氏
の
回
学
界
に
お
け
る
貢

献
の
大
き
さ
は
誰
も
が
知
っ
て
い
よ
う
。

本
書
は
表
紙
一
実
に
「
故
永
積
昭
数
授
(
一
九
二
九
|
一
九
八
七
)
の
思
い
出

の
た
め
に
」
と
献
僻
が
あ
る
よ
う
に
、
氏
と
共
に
、
或
い
は
氏
の
指
導
の
下
で

研
究
の
最
前
線
に
立
っ
て
お
ら
れ
る
多
く
の
研
究
者
が
、
氏
の
震
に
編
ん
だ
追

悼
論
文
集
で
あ
る
。

ま
ず
目
次
に
そ
っ
て
本
書
の
概
要
を
紹
介
し
よ
う
。
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は
し
が
き

第

一
部
停
統
的
社
曾
の
構
造
と
園
際
交
易

第

一

部

の

概

要

棲

井

由

射

雄

第
1
章

シ

ュ

リ

l
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
王
園
と
チ
ョ

l
ラ
朝
|
一
一
世
紀
イ

ン

ド

・

東

南

ア

ジ

ア

関

係

の

一

面

|

辛

島

昇

陳
朝
期
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
紅
河
デ
ル
タ
の
開
拓
|
新
デ
ル
タ

感

潮

憎

の

開

拓

|

襖

井

由

弟

雄

琉
球
と
李
氏
朝
鮮
と
の
交
渉
|
一
五
世
紀
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア

ジ
ア
海
上
交
易
の
一
環
と
し
て

l

和

田

久

徳

「
港
市
圏
家
」
と
し
て
の
ア
ユ
タ
ヤ
|
中
世
東
南
ア
ジ
ア
交
易

圏

家

論

|

石

井

米

雄

パ
レ
ン
バ
ン
王
権
の
確
立
!
大
航
海
時
代
の
ス
マ
ト
ラ
港
市
圏

家

|

鈴

木

恒

之

第
二
部
植
民
地
支
配
と
現
地
位
曾

第

二

部

の

概

要

池

端

雪

浦

第
6
章
西
部
ジ
ャ
ワ
の
コ

ー
ヒ
ー
生
産
と
現
地
人
首
長
の
再
編
|
一
商
品

生
産
植
民
地
の
建
設

l

大

橋

厚

子

第
7
章
ジ
ャ
ワ
村
洛
と
導
久
期

「
地
代
」
制
度
|
東
部
ジ
ャ
ワ
・
マ
ラ

γ
燃
に
お
け
る
展
開
|

加

納

答

良

第
8
章
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
支
配
と
ス
マ
ト
ラ
祉
禽
|
港
市
・

後
背
地
ネ

ッ

ト

ワ

l

p

の

出

演

容

|

弘

末

雅

士

第
9
章
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
現
地
人
官
僚
制
度
の
獲
容
|
ス
ペ
イ
ン

僅

制

後

期

を

中

心

に

し

て

|

池

端

雲

滞

第
印
章
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
植
民
地
開
設
と
陸
上
交
通
網
|
ア
メ
リ
カ
統
治

期

の

住

民

へ

の

影

響

|

早

瀬

菅

三

第
三
部
園
民
園
家
の
成
立
と
展
開

第

三

部

の

概

要

土

屋

健

治

第
日
章
ベ
ト
ナ
ム
民
族
主
義
者
の
圏
民
観
|
フ
ァ
ン

・
ポ
イ
・
チ
ャ
ウ

の

認

識

を

中

心

と

し

て

|

白

石

昌

也

第
2
章

第
3
章

第
4
章

第
5
章
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第
ロ
章

キ
ン
タ
ル
の
時
代
!
日
本
箪
政
下
の
ジ
ャ
ワ
一
村
落
の
慮
衰
|

倉

津

愛

子

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
園
家
建
設
1

ス
ハ
ル
ト
鐙
制
下
に
お
け
る
技

術

・
戟
略
産
業
育
成

l

白

石

隆

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
園
家
と
社
舎

l
「
モ
ニ
ト

l
ル
事
件
」
を
め

ぐ

っ

て

|

土

屋

健

治

お
わ
り
に
|
日
本
の
東
南
ア
ジ
ア
史
研
究
と
永
積
昭
数
授
|

第
日
一章

第
U
章

山
本

執
筆
者
紹
介

次
に
各
論
文
の
-
内
容
紹
介
と
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
た
い
。

辛
島
論
文
は
か
な
り
厳
し
い
問
題
提
起
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
イ
ン

ド
・
東
南
ア
ジ
ア
聞
の
関
係
史
研
究
が
十
分
に
は
進
ん
で
い
な
い
事
を
指
摘
す

る
。
こ
の
自
省
(
と
い
っ
て
も
す
べ
て
の
東
南
ア
ジ
ア
史
家
こ
そ
反
省
せ
ね
ば

な
ら
な
い
の
だ
が
〉
の
上
に
た
っ
て
、
氏
は
多
く
の
チ
ョ
l
ラ
朝
期
の
碑
文
を

紹
介
し
、
そ
の
分
析
か
ら
、
二
度
の
ケ
ダ
l
遠
征
を
挟
ん
で
一
一
世
紀
初
頭
に

は
シ
ュ
リ
l
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
と
チ
ョ

ー
ラ
朝
の
聞
に
友
好
関
係
が
結
ば
れ
て
い
た

事
、
更
に
カ
ン
ボ
デ
ィ
ア
と
も
交
渉
が
あ
っ
た
事
を
指
摘
す
る
。
こ
う
し
た
イ

ン
ド
側
の
史
料
と
東
南
ア
ジ
ア
の
史
料
〈
中
園
史
料
も
含
む
)
の
つ
き
あ
わ
せ

作
業
が
将
来
不
可
飲
の
作
業
と
な
ろ
う
。
特
に
コ
二
一
例
措
円
注
笠
」
と
い
う
中
園

史
料
の
表
現
と

「
チ
ョ
1

ラ
+
地
名
」
と
い
う
イ
ン
ド
碑
文
史
料
と
の
表
現
上

の
類
似
性
の
問
題
は
、
史
料
の
少
な
い
前
近
代
東
南
ア
ジ
ア
史
に
は
恰
好
の
研

究
針
象
と
な
ろ
う
。

桜
井
論
文
は
氏
の
「
紅
河
デ
ル
タ
開
拓
史
研
究
シ
リ
ー
ズ
」
の
五
作
自
に
あ

た
る
。
時
代
は
陳
朝
期
、
場
所
は
紅
河
東
部
デ
ル
タ
感
潮
静
で
あ
る
。

達
郎

北
部
ベ
ト
ナ
ム
は
主
要
な
海
上
交
易
ル

l
ト
か
ら
外
れ
た
た
め
に
、
内
向
的

な
設
展
を
と
げ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
氏
の
持
論
で
あ
る
。
こ
の
論

文
で
は
陳
朝
宗
室
の
行
っ
た
開
設
の
一
形
態
で
あ
る
「
回
庄
経
営
」
が
、
年
代

記
史
料
等
に
散
見
す
る
重
要
地
黙
の
ど
こ
で
行
わ
れ
た
か
を
農
同
学
的

・
地
理
問
字

的
な
観
熱
か
ら
剣
断
し
、
「
回
圧
経
営
」
が
、
東
部
デ
ル
タ
の
開
設
に
大
き
く

貢
献
し
た
と
一
説
く
。
五
高
分
の

一
地
形
圏
、
種
々
の
デ
I
F
に
賀
見
を
加
え
た

考
詮
は
相
出
現
わ
ら
ず
見
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
開
設
が
交
易
に
よ
り
刺
激
を
う

け
た
事
を
述
べ
て
い
る
あ
た
り
は
ど
う
も
歯
切
れ
が
良
く
な
い
。
李
朝
期
よ
り

中
園
|
ベ
ト
ナ
ム
交
易
路
が
ず
っ
と
支
線
で
あ
っ
た
と
い
う
外
的
紋
況
が
嬰
わ

ら
な
い
中
で
、
東
部
デ
ル
タ
の
開
設
が
交
易
に
よ
り
活
滋
と
な
り
、
や
が
て
自

給
的
な
も
の
へ
と
図
録
す
る
と
い
う
内
的
吠
況
の
繁
化
の
原
因
を
説
明
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
史
料
的
限
界
は
重
々
承
知
し
て
い
る
が
。

和
国
論
文
は
朝
鮮
李
朝
史
料
に
出
て
く
る
琉
球
王
の
王
践
の
ず
れ
を
て
が
か

り
に
、
品
回
国
時
の
雨
園
開
貿
易
陸
制
の
解
明
に
つ
と
め
る
。

一
五
世
紀
後
半
、
琉
球
に
は
王
以
外
に
封
朝
鮮
貿
易
を
行
う
も
の
が
出
現
し

た
た
め
、
そ
の
排
除
を
目
的
と
し
て
商
圏
聞
に
一
種
の

「勘
合
貿
易
」
制
が
で

き
る
。
そ
の
際
の
割
符
の
後
更
手
綴
き
が
面
倒
な
魚
、
た
と
え
琉
球
王
が
死
ん

で
も
奮
王
の
割
符
が
使
用
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
朝
鮮
で
貫
録
の
編
纂
が
な

さ
れ
た
潟
、
ず
れ
が
設
生
し
た
と
氏
は
考
詮
す
る
。
そ
し
て
封
中
交
易
に
中
心

を
移
し
だ
し
た
向
輿
王
の
頃
に
は
針
朝
鮮
貿
易
用
の
割
符
は
償
値
を
失
っ
た
た

め
に
、
商
圏
史
料
聞
の
ず
れ
も
無
く
な
る
と
結
論

e

つ
け
る
。
さ
ら
に
こ
れ
と
同

時
期
〈
朝
鮮
成
宗
期
〉
に
琉
球
使
節
の
名
を
か
た
る
僑
使
が
は
び
こ
っ
た
と
い

う
遁
設
に
射
し
て
、

一
五
世
紀
の
琉
球
の
安
定
に
伴
う
東
南
ア
ジ

ア
交
易
の
活

性
化
を
自
に
し
た
日
本
人
商
人
が
交
易
に
参
加
し
、
琉
球
の
側
も
割
符
を
持
た

せ
て
琉
球
使
節
と
し
て
彼
等
を
利
用
し
た
可
能
性
が
大
き
い
こ
と
を
考
慮
す
る

-146ー



691 

と
、
一
概
に
僑
使
と
は
言
え
な
い
と
す
る
。

海
上
交
易
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
性
、
交
易
に
関
わ
る
政
治
問
題
を
と
ら
え
た

好
論
文
で
あ
る
。
同
様
の
研
究
手
法
を
東
南
ア
ジ
ア
交
易
閤
研
究
で
も
採
用
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

石
井
論
文
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
強
力
な
集
権
園
家
を
生
み
出
す
契
機
の
一
つ

と
な
っ
た
「
港
市
圏
家
」
の
満
た
す
篠
件
を
、
ア
ユ
タ
ヤ
を
例
に
と
っ
て
解
説

す
る
。ま

ず
、
貿
易
港
|
外
港
の
存
在
、
で
あ
る
。
特
に
ア
ユ
タ
ヤ
の
場
合
、
テ
ナ

セ
リ
ム
と
い
う
マ
レ
l
半
島
西
岸
の
外
港
を
も
ち
、
ア
ユ
タ
ヤ
が
ベ
ン
ガ
ル
割
問

と
タ
イ
湾
と
の
結
接
黙
で
あ
っ
た
事
が
強
調
さ
れ
る
。
・
次
に
後
背
地
の
問
題
。

チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
l
河
上
流
地
域
に
は
様
々
な
森
林
生
産
物
が
あ
り
、
さ
ら
に
同

時
期
に
は
輸
出
で
き
る
ほ
ど
の
米
の
生
産
が
あ
っ
た
事
、
ア
ユ
タ
ヤ
が
単
な
る

中
継
港
で
は
な
か
っ
た
事
が
指
摘
さ
れ
る
。
最
後
に
港
市
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン

性
、
つ
ま
り
有
能
な
外
園
人
が
多
く
存
在
し
、
専
門
職
を
纏
う
者
と
し
て
園
王

に
直
結
し
て
い
た
事
を
述
べ
、
園
王
の
「
商
人
王
」
的
存
在
が
立
註
さ
れ
る
。

非
常
に
明
解
で
あ
り
、
他
の
港
市
圏
家
を
分
析
す
る
際
に
も
大
い
に
参
考
と

な
ろ
う
。
た
だ
、
歴
史
研
究
者
と
し
て
の
欲
を
申
せ
ば
、
こ
う
し
た
「
構
造
」

が
ど
の
様
に
し
て
で
き
、
繁
化
し
、
或
い
は
嵐
嬢
し
て
ゆ
く
の
か
僅
か
で
も
示

唆
し
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
。

鈴
木
論
文
は
石
井
論
文
同
様
、
港
市
圏
家
を
パ
レ
ン
バ
ン
を
例
に
と
っ
て
分

析
す
る
。

前
半
で
は
パ
レ
ン
バ
ン
が
マ
タ
ラ
ム
や
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
曾
位
、
ポ

ル
ト

ガ
ル
と
い
っ
た
外
の
強
大
な
勢
力
に
直
面
し
、
外
交
交
渉
に
よ
っ
て
な
ん
と
か

濁
立
を
維
持
し
て
き
た
復
雑
な
一
七
世
紀
の
歴
史
が
語
ら
れ
る
。

後
半
で
は
、
封
外
的
に
自
立
し
た
園
を
つ
く
る
た
め
の
内
政
に
つ
い
て
語
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
パ
レ

γ
バ

γ
の
最
も
重
要
な
輸
出
品
で
あ
る
胡
板
の
出
荷
量

を
園
王
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な
る
過
程
、
即
ち
港
市
が
内
陸
後
背

地
に
封
し
て
優
位
に
立
つ
過
程
が
描
か
れ
、
園
王
の
支
配
擢
力
が
一
六
一
一
一

oー

四

0
年
代
に
確
立
し
た
と
結
論
づ
け
る
。
港
市
圏
家
の
成
長
・
裂
展
を
時
開
軸

に
聞
し
て
解
説
し
て
い
る
勲
、
石
井
論
文
と
好
封
照
を
な
す
。

第
二
部
の
諸
論
文
は
植
民
地
図
家
と
現
地
位
曾
と
の
複
雑
な
関
係
を
分
析
す

る。
大
橋
論
文
は
、
一
八
世
紀
西
部
ジ
ャ
ワ
の
コ
ー
ヒ
ー
生
産
に
お
け
る
植
民
地

政
権
側
の
介
入
の
獲
遷
を
三
期
(
一
七
二

0
年
代
初
頭
|
四

0
年
代
初
頭
、
一

七
四

0
年
代
半
ば
|
八

0
年
代
半
ば
、
一
七
八

0
年
代
半
ば
|
一
八
一

0
年
代

初
頭
〉
に
分
け
て
分
析
す
る
。
そ
し
て
、
四

0
年
代
に
は
コ
ー
ヒ
ー
生
産
に
立

ち
合
う
レ
ヘ
ン
ト
(
現
地
人
首
長
)
に
封
す
る
政
策
が
繁
化
し
は
じ
め
、

v
o

C

(
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
曾
祉
)
側
が
徐
々
に
政
治
・
経
済
に
関
す
る
レ
ヘ
ン

ト
の
権
限
を
奪
い
、

V
O
C
に
従
属
す
る
現
地
人
ス
タ
ッ
フ
化
す
る
援
を
描

き
、
同
時
に
こ
れ
が

V
O
C
の
支
配
が
海
岸
部
か
ら
内
陸
部
へ
と
浸
透
し
て
い

く
過
程
で
も
あ
っ
た
事
を
指
摘
す
る
。
レ
ヘ
ン
ト
遂
の
鑓
質
に
現
地
支
配
者
層

が
ど
う
制
割
腹
し
た
か
な
ど
輿
味
は
憲
き
な
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
資
本
の
本
格
的

な
経
済
活
動
が
始
ま
る
前
は
、
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
側
は
現
地
の
支
配
関
係
を
維

持
利
用
し
て
い
た
と
す
る
逼
設
に
反
駁
し
た
意
欲
的
論
文
と
言
え
よ
う
。

順
序
を
狂
わ
す
が
、
次
に
弘
末
論
文
を
取
り
上
げ
た
い
。
氏
の
扱
う
ス
マ
ト

ラ
の
場
合
は
更
に
複
雑
な
状
況
を
は
ら
む
。
間
ち
、
植
民
地
政
権
樹
ス
マ
ト
ラ

現
地
位
曾
と
い
う
構
園
の
中
で
、
氏
は
現
地
枇
舎
の
地
域
的
〈
或
い
は
民
族

的
)
分
裂
を
考
察
す
る
。

一
六
|
一
七
世
紀
の
貿
易
の
時
代
、
ス
マ
ト
ラ
北
沿
岸
に
は
ア
チ
ェ
人
や
マ

レ
l
人
の
港
市
圏
家
が
成
立
し
、
内
陸
後
背
地
の
パ
タ
ッ
ク
族
と
の
聞
に
河
川
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に
よ
る
交
易
シ
ス

テ
ム
が
成
立
し
て
い
た
。
そ
し
て
貿
易
の
活
滋
化
は
よ
り
多

く
の
生
産
物
の
出
荷
を
後
背
地
に
強
い
る
こ
と
と
な
り
、
雨
者
の
関
係
は
よ
り

「
緊
密
」
に
な
っ
た
。
そ
し
て
後
背
地
を
養
う
農
業
生
産
地
に
生
ま
れ
た
内
陸

側
の
統
一
的
権
力
を
浴
市
側
も
認
め
る
よ
う
に
な
る
。

一
九
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
は
、
最
初
は
こ
の
関
係
を
重
視
し
な
か
っ
た
も
の

の
、
港
市
附
近
で
の
.
フ
ラ
ン
テ
l
シ
ョ
ン
企
業
に
よ
っ
て
港
市
首
長
の
権
力
基

盤
を
土
地
へ
と
媛
え
、
交
易
関
係
の
統
治
者
へ

と
後
化
さ
せ
、
骨
回
然
起
っ
た
内

陸
部
の
反
裂
を
頚
座
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
後
背
地
勢
力
の
結
集
を
無
視
し
、
別

に
首
長
を
立
て
る
こ
と
に
よ
り
内
陸
支
配
を
進
め
、
直
接
統
治
化
を
園
っ
た
。

港
市
|
後
背
地
の
関
係
は
破
壊
さ
れ
、
一
問
者
の
聞
に
生
ま
れ
た
相
互
不
信
は
後

の
反
植
民
地
闘
争
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
結
論

ε

つ
け
る
。
ベ
ネ
γ
ト

u
プ

ロ
ン
ソ
ン
の

「
河
川
交
易
シ
ス

テ
ム
」

が
ど
の
様
な
過
程
で
破
擁
さ
れ
る
の

か
、
そ
の
一
事
例
を
見
事
に
示
し
て
い
る
。

加
納
論
文
は
、
一
九
世
紀
初
期
の

ラ
ッ
フ
ル
ズ
の
近
代
土
地
制
度
の
指
針、

即
ち
中
開
地
主
の
排
除
と
寅
耕
作
者
か
ら
の
地
代
徴
枚
、
が
寅
際
に
即
し
た
も

の
で
は
な
か
っ
た
一
例
を
、
ラ
ッ
フ
ル
ズ
期
に
編
集
さ
れ
た
東
部
ジ
ャ
ワ
の
マ

ラ
ン
鯨
「
詳
細
査
定
簿
」
の
分
析
を
も
と
に
紹
介
す
る
。

ま
ず
氏
は

「
詳
細
査
定
簿
」
に
載
る
村
落
と
現
在
の
そ
れ
と
の
一
致
率
が
低

い
こ
と
を
述
べ
、
そ
れ
が
こ
の
地
の
流
動
性
に
あ
る
と
推
定
す
る
。
そ
し
て
そ

う
し
た
篠
件
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
だ
け
で
は
「
詳
細
査
定
簿
」
の

載
せ
る
人
口
、
総
耕
地
面
積
、
一

人
あ
た
り
耕
地
面
積
の
全
て
が
異
常
に
低
い

事
の
説
明
が
出
来
な
い
と
し
、

結
局
は
こ
の
「
詳
細
査
定
簿
」
が
寅
際
の
調
査

に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
植
民
地
政
権
と
村
落
と
の
ネ
ゴ
シ

エ
I
シ
ョ
ン
に
よ

っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
断
定
す
る
。
見
事
に
「
調
査
」
の
鹿
構
性
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
氏
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
政
権
側
の
大
幅

な
譲
歩
が
、

こ
の
地
の
新
開
地
性
に
よ
る
特
殊
性
な
の
か
、
そ
れ
と
も
周
逸
部

ゆ
え
逆
に
全
農
の
趨
勢
を
代
表
し
て
い
る
の
か
、
他
地
方
で
の
同
様
な
研
究
を

積
み
上
げ
、
比
較
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

池
端
論
文
の
描
く
フ
ィ
リ
ピ
ン
現
地
人
支
配
者
居
の
袋
容
も
興
味
深
い
。

ス

ペ
イ
ン
統
治
の
初
期
、

フ
ィ
リ
ピ

ン
の
バ
ラ
ン
ガ
イ
の
支
配
者
層
は
プ
リ
ン
シ

パ
リ
l
ア
と
し
て
一
般
住
民
と
は
区
別
さ
れ
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
の
統
治
末
端
の

重
心
が
パ
ラ
ン
ガ
イ
の
上
の
プ
エ
ブ

ロ

(
町
)
に
移
る
と
、
そ
の
役
人
が
プ
リ

ン
シ
パ
リ
l
ア
と
稽
さ
れ
、
そ
の
職

は
特
定
の
家
勺
ハ
ラ
ン
ガ
イ
の
支
配
者

層
)
に
濁
占
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
現
地
人
が
な
れ
る
役
職
は
プ

エ
プ
ロ
レ

ベ

ル
ま
で
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
プ
エ
プ
ロ
役
人
の
選
奉
制
が
導
入
さ
れ
る
と
、

経
済
幾
動
に
よ
っ
て
盟
か
と
な
っ
た
中
園
系
メ
ス

チ
I
ソ
の
進
出
が
始
ま
る
。

し
か
し
メ
ス

チ
l
ソ
の
プ

エ
ブ

ロ
役
人
に
射
す
る
意
識
は
複
雑
で
、
経
済
力
と

政
治
的
権
威
の
釣
り
合
い
の
中
で
、
経
済
カ
を
持
て
ば
持
つ
程
メ
ス
チ
l
ソ
は

プ

エ
ブ
ロ
役
人
に
な
ろ
う
と
は
せ
ず
、
植
民
地
権
力
へ
挑
戦
す
る
存
在
に
な
っ

た
と
す
る
。

一
八
世
紀
後
半
の
経
済
幾
動
に
伴
う
祉
曾
幾
動
を
首
長
居
の
行
動
を
も
と
に

納
得
の
い
く
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
植
民
地
権
力
の
現
地
内
部
へ
の

浸
透
と
い
う
文
脈
の
中
で
、
パ
ラ

ン
ガ
イ
に
代
わ
っ
て
そ
の
上
の
プ
エ
プ
ロ
に

植
民
地
権
力
が
統
治
の
重
心
を
移
し
た
事
が
何
を
意
味
す
る
の
か
な
ど
、
気
に

な
る
黙
が
残
る
。

早
瀬
論
文
は
、
植
民
地
経
営
に
お
い
て
宗
主
園
側
に
も
そ
の
内
部
に
足
並
み

の
飢
れ
が
あ
り
、
場
山
富
た
り
的
な
政
策
が
採
ら
れ
た
事
も
あ
っ
た
事
、
そ
し
て

そ
れ
が
現
地
位
曾
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
事
を
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
統
治

策

(
主
に
交
通

・
遁
信
網
整
備
面
の
)
を
も
と
に
論
ず
る
。

ア
メ
リ
カ
は
自
ら
が
農
業
園
で
あ
る
と
い
う
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
と
は
異
な
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っ
た
性
格
を
持
ち
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
経
済
設
展
を
必
ず
し
も
望
ん
で
は
お
ら

ず
、
交
通
・
逼
信
網
整
備
も
軍
事
目
的
(
反
飢
銀
座
〉
と
い
う
性
格
が
初
期
に

は
強
か
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
現
地
の
政
腐
は
開
設
に
熱
心
で
、
搾
取
へ
の
怖

れ
と
開
設
へ
の
期
待
と
を
あ
わ
せ
も
つ
現
地
エ
リ
ー
ト
層
を
自
ら
の
協
力
者
と

し
て
組
み
込
ん
で
い
く
。
ミ
ン
ダ
ナ
オ
で
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
現
地
側
の
反
援

も
繕
績
す
る
が
、
道
が
有
れ
ば
開
設
と
搾
取
、
無
け
れ
ば
設
展
な
し
、
と
い
う

ア
ン
ピ
パ
レ
ン
ト
な
欣
況
の
下
に
現
地
位
禽
が
置
か
れ
て
い
っ
た
事
を
説
く
。

植
民
地
権
力
側
の
政
策
を
中
心
に
論
じ
て
い
る
黙
で
池
端
論
文
が
現
地
エ
リ
ー

ト
暦
の
慶
容
を
扱
っ
た
の
と
好
封
照
を
な
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

第
三
部
で
は
民
族
主
義
と
園
民
園
家
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
。

白
石
(
昌
)
論
文
は
フ
ア

ソ
・
ポ
イ
・
チ
ャ
ウ
と
い
う
一
ベ
ト
ナ
ム
知
識
人

に
焦
黙
を
あ
て
、
そ
の
思
想
的
到
達
時
間
に
あ
る
「
園
民
」
の
慨
念
を
論
じ
る
。

従
来
の
ベ
ト
ナ
ム
濁
立
運
動
は
勤
王
運
動
と
し
て
展
開
し
、
園
H
H
王
朝
と
い

う
意
識
を
持
っ
て
い
た
世
代
の
活
動
家
は
、
阪
朝
が
フ
ラ
ン
ス
の
健
偏
化
す
る

中
で
、
院
朝
の
停
戦
命
令
に
従
う
か
或
い
は
抗
戦
を
績
け
る
か
と
い
う
デ
ィ
レ

ン
マ
に
陥
っ
た
。
そ
れ
よ
り
遅
れ
た
世
代
で
あ
る
チ
ャ
ウ
は
院
朝
は
も
は
や
図

そ
の
も
の
で
は
な
く
、
「
園
民
」
の
存
在
こ
そ
が
濁
立
の
鍵
で
あ
る
と
い
う
考

え
に
到
達
し
、
こ
の
デ
ィ
レ
ン
マ
を
克
服
す
る
。
チ
ャ
ウ
の
言
う
「
図
民
」
が

皇
帝
の
「
赤
子
」
「
臣
民
」
で
は
も
は
や
な
い
事
を
、
氏
は
彼
の
カ
ト
リ
ッ
ク

数
徒
に
た
い
す
る
一
鐙
感
を
も
っ
て
論
詮
す
る
。

し
か
し
こ
こ
で
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ど
こ
ま
で
を
ベ
ト
ナ
ム

の
「
園
土
」
と
し
、
ど
う
い
う
人
々
を
「
ベ
ト
ナ
ム
人
」
と
す
る
か
と
い
う
事

に
チ
ャ
ウ
が
言
及
し
て
い
な
い
黙
で
あ
る
。
民
族
や
階
層
聞
の
反
目
を
利
用
し

た
分
断
策
が
有
数
で
あ
っ
た
島
械
部
と
は
封
照
的
で
あ
る
。
結
局
チ
ャ
ウ
の
い

う
「
薗
土
」
「
園
民
」
の
規
定
の
も
と
に
は
院
朝
と
い
う
統
一
鐙
が
存
在
し
て

い
た
と
い
う
ベ
ト
ナ
ム
の
特
殊
性
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。

倉
津
論
文
は
日
本
軍
政
期
中
部
ジ
ャ
ワ
の
一
デ
サ
(
村
落
)
の
考
察
を
も
と

に
同
時
期
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
祉
曾
の
隻
容
を
採
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
、
氏
の
扱
っ
た
ク
ラ
テ
ン
豚
ガ
ラ
ン
村
は
編
成
替
え
き
れ
、
日
本

式
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
的
な
全
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
末
端
に
位
置
附
け
ら
れ
た
。

日
本
の
最
終
目
的
は
戦
争
縫
績
用
の
資
源
搾
取
に
あ
っ
た
か
ら
、
や
が
て
現
地

人
首
長
を
遁
じ
て
経
済
活
動
へ
の
干
渉
が
始
ま
る
。
具
鐙
的
に
は
植
え
る
農
作

物
の
種
類
や
量
へ
の
干
渉
、
強
制
供
出
、
技
術
移
縛
な
ど
で
あ
り
、
そ
の
行
政

の
末
端
で
現
地
人
が
雇
用
さ
れ
た
。
農
村
の
困
窮
に
よ
り
徐
っ
た
努
働
力
は
ロ

ー
ム
シ
ャ
と
し
て
外
園
に
す
ら
迭
ら
れ
た
事
、
後
期
に
は
そ
れ
が
強
制
さ
れ
、

そ
の
差
配
に
あ
た
っ
た
現
地
人
支
配
者
層
と
一
般
人
と
の
関
の
不
信
感
が
嫌
が

っ
た
事
、
そ
し
て
日
本
が
降
伏
し
た
後
も
、
オ
ラ
ン
ダ
と
の
濁
立
戦
争
が
績
く

中
で
、
日
本
の
も
た
ら
し
た
獲
化
が
こ
の
祉
舎
の
中
で
生
き
績
け
た
事
が
呈
示

さ
れ
る
。
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
資
料
を
ま
じ
え
た
好
論
文
で
あ
る
が
、
内
容
か
ら
は
第
三
部

よ
り
第
二
部
に
い
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
。

白
石
(
隆
)
論
文
は
現
代
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
図
家
の
正
統
性
を
支
え
る
「
開

設
」
に
焦
黙
を
あ
て
た
も
の
で
あ
る
。

氏
は
「
開
設
」
を
進
め
る
技
術
テ
ク
ノ
ク
ラ

ッ
ト
と
し
て
多
く
の
職
を
兼
任

す
る
ハ
ピ
ピ
と
い
う
人
物
に
注
目
す
る
。
彼
は
自
身
が
有
能
な
技
術
者
で
あ

り
、
彼
の
統
べ
る
諸
機
関
が
一
九
八
三
年
以
降
、
園
家
の
後
押
し
も
あ
っ
て
急

・

速
に
設
展
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
裏
に
は
ス
ハ
ル
ト
の
個
人

的
信
頼
、
園
軍
の
武
器
の
過
度
の
封
外
依
存
へ
の
不
安
感
(
自
給
要
請
〉
、
軍

需
の
み
な
ら
ず
、
運
輸
・
通
信
技
術
の
設
展
に
よ
る
園
家
統
制
の
強
化
欲
求
な

ど
を
あ
げ
る
。
そ
し
て
同
分
野
に
お
い
て
利
害
の
一
致
す
る
多
園
籍
企
業
が
彼
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と
の
協
力
関
係
を
絡
ん
で
い
る
事
が
指
摘
さ
れ
る
。
園
際
関
係
間
半
の
素
人
と
し

て
は
、
数
多
く
の
第
三
世
界
の
小
園
が
こ
う
し
た
多
園
籍
企
業
に
牛
耳
ら
れ
て

い
る
現
欣
を
見
た
時
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
ど
う
い
う
チ
ェ
ッ
ク
機
構
を
も
っ
て

い
る
の
か
が
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

土
匡
論
文
は
一
九
九

O
年
の
「
モ
ニ
ト
l
ル
事
件
」
と
い
う
一
つ
の
事
件
を

も
と
に
、
現
代
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
園
家
と
祉
曾
の
関
係
を
探
る
。

『
モ
ニ
ト
i
ル
』
誌
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
「
讃
者
の
好
き
な
五

O
人
」
の
中

の
一
一
番
目
に
そ
ハ
マ
ッ
ド
が
ラ
ン
ク
さ
れ
た
こ
と
か
ら
同
誌
に
到
す
る
皐
生

や
宗
教
界
か
ら
の
抗
議
が
績
渡
す
る
。

こ
の
事
件
の
特
徴
と
し
て
、
氏
は
、

て
モ
ニ
ト
1
ル
側
の
鮮
明
の
除
地
が
な
か
っ
た
事
、
二
、
編
集
者
側
も
編
集

長
ア
ル
ス
ウ
エ
ン
ド
一
人
に
責
任
を
被
せ
た
事
、
三
、
抗
議
活
動
の
沈
静
化
に

政
府
の
敏
速
な
割
腹
が
大
き
く
寄
興
し
た
事
、
四
、
政
府
が
祉
舎
の
「
要
請
」

を
受
け
て
事
態
を
牧
拾
し
た
こ
と
、
な
ど
を
あ
げ
る
。

今
や
時
代
は
メ
デ
ィ
ア
が
極
力
政
治
問
題
に
深
入
り
せ
ず
、
軽
い
内
容
で
販

路
を
扱
大
す
る
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
資
本
主
義
化
の
時
代
で
あ
り
、
政
治
批
剣
は

影
を
ひ
そ
め
て
い
た
。
更
に
、
以
前
な
ら
政
府
に
封
抗
し
て
い
た
イ
ス
ラ
ム

系
・
皐
生
の
運
動
も
抑
え
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
事
件
は
一
種
の
ガ
ス
抜
き
と

な
っ
た
。
つ
ま
り
祉
舎
の
穆
積
が
政
府
に
で
は
な
く
、
別
の
祉
舎
に
向
け
ら
れ

た
の
が
こ
の
事
件
の
健
相
で
あ
り
、
結
局
、
問
題
は
何
等
解
決
さ
れ
な
い
ま

ま
、
編
集
者
一
人
が
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
事
で
事
件
は
収
拾
さ
れ
た
と
氏
は
結

ぶ
。園

民
の
関
心
を
外
に
そ
ら
せ
て
内
政
の
歓
を
ご
ま
か
す
と
い
う
方
法
は
し
ば

し
ば
見
ら
れ
る
が
、
圏
内
で
さ
え
こ
う
し
た
手
法
が
と
ら
れ
得
る
事
を
示
し
た

ケ
l
ス
ス
タ
デ
ィ
と
言
え
よ
う
c

(註
〕

最
後
に
本
書
の
構
成
に
つ
い
て
。
深
見
純
生
氏
が
既
に
評
さ
れ
た
様
に
、
こ

の
種
の
論
文
集
を
、
統
一
的
な
合
意
の
下
に
編
ま
れ
た
と
い
う
前
提
の
も
と
に

評
債
す
る
の
は
か
な
り
困
難
で
あ
る
。
特
に
こ
の
書
の
寄
稿
者
は
め
い
め
い
が

濁
自
の
研
究
陸
系
を
つ
く
っ
て
お
ら
れ
、
そ
の
後
系
の
中
で
各
論
文
が
ど
う
位

置
附
け
ら
れ
て
い
る
か
を
論
議
す
る
ほ
う
が
よ
り
生
産
的
で
は
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
評
者
は
こ
う
し
た
書
の
試
み
が
全
く
不
要
で
あ
る
と
も

恩
わ
な
い
。
た
だ
、
や
り
方
は
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

本
書
の
編
集
作
業
が
ど
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
評
者
は
知
ら
な
い
。
各

部
の
「
概
要
」
は
見
事
に
そ
の
内
容
と
扱
わ
れ
る
「
位
相
」
を
説
明
し
て
い
る

が
、
い
か
に
も
「
後
か
ら
ま
と
め
た
」
と
い
う
印
象
を
拭
い
得
な
い
。
結
果
と

し
て
各
部
同
士
が
ど
う
関
連
し
て
い
る
の
か
が
見
え
て
こ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、

歴
史
的
位
相
が
探
ら
れ
る
図
家
的
政
治
権
力
を
各
部
が
分
析
し
て
い
る
と
い
う

共
通
性
は
あ
る
が
、
第
一
部
で
は
そ
の
園
家
的
政
治
権
力
が
傍
統
王
朝
や
港
市

園
家
で
あ
り
、
第
二
部
で
は
植
民
地
権
力
、
第
三
部
で
は
濁
立
前
後
の
新
興
園

家
で
あ
る
。
こ
う
し
た
時
系
列
に
沿
っ

た
設
定
が
果
た
し
て
安
蛍
な
の
だ
ろ
う

か
。
東
南
ア
ジ
ア
史
研
究
が
東
南
ア
ジ
ア
の
「
自
律
性
」
を
求
め
る
事
に
多
く

の
努
力
が
は
ら
わ
れ
て
き
た
事
は
周
知
の
事
に
属
す
る
。
そ
れ
に
謝
し
て
第
二

部
の
問
題
設
定
は
ど
う
答
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
西
洋
の
イ
ン
パ
ク
ト

も
、
そ
れ
以
前
に
東
南
ア
ジ
ア
に
も
た
ら
さ
れ
た
外
来
の
イ
ン
パ
ク
ト
(
例
え

ば
イ
ン
ド
や
中
園
、
イ
ス
ラ
ム
の
)
と
同
様
に
相
封
的
に
扱
お
う
と
い
う
動
き

ゃ
、
前
近
代
と
近
代
と
の
連
績
性
に
注
目
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
見
ら
れ
る
中

で
こ
の
書
の
構
成
を
見
た
場
合
、
や
は
り
問
題
な
し
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

一
園
史
観
よ
り
も
東
南
ア
ジ
ア
を
一
つ
の
地
域
と
し
て
見
る
と
い
う
事
も
そ

の
必
要
性
が
提
唱
さ
れ
て
久
し
い
。
し
か
し
前
近
代
と
近
代
と
の
「
針
話
」
と

い
う
事
も
そ
れ
に
劣
ら
ず
必
要
で
あ
る
。
む
ろ
ん
一
研
究
者
で
こ
う
し
た
問
題

A
U
 

戸ヘ
u



に
取
り
組
む
の
は
山
本
氏
が
「
お
わ
り
に
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
様
に
使
用
言

語
の
多
さ
と
い
う
事
も
あ
っ
て
不
可
能
に
近
い
。
よ
っ
て
共
同
研
究
の
試
み
と

そ
の
成
果
の
公
表
が
期
待
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
た
試
み
へ
の

一
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
本
書
は

一
譲
の
償
値
が
あ
ろ
う
。

〈
註
)
深
見
純
生

「書
評
『
東
南
ア
ジ
ア
世
界
の
歴
史
的
位
相
』
」
『
東
南
ア

ジ
ア
歴
史
と
文
化
』
二
一
一
一
九
九
三

一
九
九
二
年
六
月
東
京
大
皐
出
版
舎

A
五
剣
・

m
+
三
O
六
頁
五
九
七
四
国

695 

梅

原

郁

編

中
園
近
世
の
法
制
と
社
曾

滋

賀

秀

本
書
は
京
都
大
拳
人
文
科
皐
研
究
所
に
お
い
て
、
『
慶
元
保
法
事
類
』
と

『
清
明
集
』
の
輪
讃
を
中
心
と
し
て
五
年
聞
に
わ
た
っ
て
研
鎖
し
た
共
同
研
究

班
の
報
告
書
の

一
つ
で
あ
る
と
い
う
。
客
観
的
に
見
る
と
き
、
班
員
が
各
自
思

い
思
い
の
テ
1
マ
を
一
篇
の
論
文
に
ま
と
め
て
持
ち
寄
っ
た
も
の
で
あ
り
、
皐

行
書
と
し
て
の
企
査
性
は
む
し
ろ
希
薄
で
あ
る
。
何
か
の
摩
術
雑
誌
た
と
え
ば

『
東
方
皐
報
』
の
特
大
別
加
と
い
っ
た
感
じ
の
書
物
で
あ
る
。
よ
っ
て
書
評
も

ま
た
所
枚
一
四
篇
の
論
文
個
々
の
紹
介
と
批
評
を
束
ね
る
形
と
な
ら
ざ
る
を
得

な
し

-
佐
一
沙
雅
章
「
内
律
と
俗
法
|

|
中
園
例
数
法
制
史
の
一
考
察
」

こ
の
論
文
は
「
律
典
の
俸
調
一
持
と
そ
の
治
罰
法
」
「
北
貌
の
償
制
」
「
南
朝
の

内
律
と
俗
法
」
「
唐
の
道
信
格
を
め
ぐ
っ
て
」
「
唐
代
併
数
数
固
に
お
け
る
治

罰
」

「
清
規
に
み
え
る
罰
則
」
の
諸
節
か
ら
成
り
、
内
律
す
な
わ
ち
傍
数
数
回

の
内
部
規
律
と
俗
法
す
な
わ
ち
園
家
法
と
の
関
係
を
、
併
数
博
来
の
始
め
か
ら

元
代
(
明
清
も
明
示
的
に
除
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
〉
ま
で
、
通
史
的
に

考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
が
園
家
の
宗
敬
統
制
の
面
か
、
併
数
戒

律
の
中
園
的
後
容
の
面
か
に
集
中
す
る
な
か
で
、
僧
尼
の
法
律
上
の
地
位
、
彼

ら
が
内
律
と
俗
法
の
雨
面
か
ら
ど
の
よ
う
な
規
制
を
受
け
て
い
た
か
と
い
う
親

黙
か
ら
、
特
に
そ
の
治
罰
の
貧
態
と
そ
の
獲
濯
を
探
ろ
う
と
す
る
。

「
関
連
史
料
は
多
く
な
く
、
従
来
の
研
究
で
利
用
さ
れ
た
も
の
が
大
部
分
」
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